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２００１年から見られる東海地方の異常地殻変動Ⅱ

Anomalous crustal deformation in the Tokai region detected by continuous GPS
observation from 2001
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１． はじめに
２０００年伊豆諸島群発地震活動がほぼ落ち着いた２０００年１０月以降、東海地方の地殻変動は伊豆諸島群

発地震活動前の状態に戻りつつあったが、２００１年３月頃より平均的な変動からのずれが明瞭になりはじめて
いる。本研究では、２００１年始め頃から始まった、東海地方の異常地殻変動の空間分布、時間変化の最新の観
測結果に基づき、定常的な変動からのずれが、プレート間滑りによって起きているとの仮定の下で、その時間発
展を推定する。

２． データと解析手法
データとしては、ＧＥＯＮＥＴの 99 観測点の１９９７－２００２年１月までの東西、南北、上下変動成分を

使用した。１９９７－１９９９年の時系列データに、１年及びその倍音周期の正弦、余弦関数と 1 次関数を当て
はめ、年周と１次のトレンド成分を推定し、全期間のデータから取り除き、定常的な地殻変動からのずれを求め、
解析に使用している。何倍までの倍音周期を使用して年周成分を推定するかは、赤池の情報量基準に基づいて決
めている。このようにして推定された定常的な地殻変動からのずれ量の時系列データに基づき、東海地方のプレー
ト間滑りの時間発展を伊豆諸島のモデルを含めて推定した。解析は、２０００年１０月以降の時系列データに対
し、時間依存のインバージョン手法（Segall, and Matthews, 1997）を適用している。東海地方のプレート境界
は石田（１９９２）の結果を西方に延長したモデルを使用している。伊豆諸島の活動のモデルは、西村他（２０
０１）、小沢他（２００１）のマグマ貫入ダイク、神津島東方の右横ずれクリープ、三宅島西方の左横ずれ断層運
動を組み合わせたものを使用した。
３． 結果と考察
暫定的な解析結果として以下のような結果が得られている。１９９７－１９９９年の地殻変動を定常的な変動

とした場合、定常成分からのずれに基づいて推定された東海地方のプレート間滑りは、浜名湖付近を中心とし、
２０００年１０月－２００２年１月で南東方向にモーメントマグニチュードにして６．６程度の滑り量が推定さ
れている。伊豆諸島のモデルに関してはマグマ貫入ダイクの開口量は数１０ｃｍ程度、断層クリープ運動は Mw６．
４程度が推定されている。東海地方のプレート間滑りの時間変化は２０００年伊豆諸島の群発地震活動後から始
まり、２００１年３～８月頃に変動量が増え、その後モーメント解放の速度が若干減少したように見えるが２０
０２年１月末に至ってもまだ継続している。また東海地方の異常地殻変動で若干東側のＧＰＳ観測点の変動が浜
名湖付近に対して相対的に増えている傾向を受けて、インバージョン結果も浜名湖より東側において２００１年
８月以降やや滑り量が相対的に増える結果が推定されている。現在、解析を２０００年伊豆諸島群発活動前にさ
かのぼって行いつつあり学会当日にはその結果を報告する予定である。


